第1の要求について、 十分尊重していく。
  第2の要求について、医師の即刻補充については非常に厳しい状況であるが、非常勤派遣等その確保に努める。

  第3の要求について、厳しい定数事情を踏まえつつ、今後とも適切な対応に努める。

  第4の要求について、今後とも、入所者の状況、各職種の職務範囲、夜間支援員の処遇等を総合

的に勘案しながら、適切に対応していく。

　第5の要求について、厳しい定数事情を踏まえ、適切に対応していく。今年度の欠員については非常勤職員を配置し、改善を図った。
　
第6の要求について、厳しい定数事情を踏まえ、適切に対応していく。
　
第7の要求について、ＳＴ訓練対象の増加に対応するため、平成２３年１１月から非常勤職員を

増員し、計３名となっているところ。 厳しい定数事情のもと、STの正規職員化は困難。
　
第8の要求について、取得については、規定に照らして厳正に対応していく。

第9の要求について、大阪府職員安全衛生管理規定において、「本庁及び職員数が50人以上の出
先機関等に置く」と規定されており、当センターの設置は考えていない。
第10の要求について、自立センターの開設当初から確保済み(当直室)であると認識している。
第11の要求について、1月5日から当直室及びADL室の温度設定ができるよう変更した。

　職場環境の整備については、安全で快適な環境整備に努める。
　　
